
Q１.お子さんは自分から進んで学習をすることができる。

Q２.お子さんは家庭で学習を進める際に計画を立てて行うことができる。

Q３.お子さんは前に学習したことを次の学習に生かして問題を解くことができる。

昨年度と比べ保護者の児

童に対する評価が低く

なっています。（昨年度

は93％）保護者が願って

いる姿とお子さんがイ

メージしている進んで学

習する姿に開きがあるよ

うに見られます。

Q1に続いて大人の評

価が昨年度よりも下

がっています（昨年度

約75％）が児童と教職

員は大きく変化はして

いません。保護者の方

がどのようなイメージ

をもっているのか把握

をしていく必要があり

ます。

昨年度までと比べて、児

童の回答（昨年度約

66％）が大きく変化し、

自信をもっている様子が

わかります。教職員も

79％の肯定的な意見が見

られますが、保護者につ

いては79％どまりで昨年

度程肯定的ではない様子

がわかります。

令和４年度　学校評価アンケート

本年度の学校評価アンケートにご協力をいただきありがとうございました。結果についてお知らせします。
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Q４.お子さんは学習し答えに辿り着いた道筋を家の人にお話しすることができる。

Q５.お子さんは感想文や作文を分かりやすく書き表すことができる。

Q６.お子さんは相手の立場になって考えることができる。

高学年になるほど、「思

わない」寄りの意見が多

くなってしまうのは、や

はり「間違っていない

か」「曖昧な部分があ

る」と不安に感じる理解

で終わっている可能性も

示唆しており、復習など

で定着を図りたいと思い

ます。

保護者や児童は、文を分

かりやすく書き表せてい

ないと考えているようで

す。教職員との意識の違

いが大きいと感じます。

この点について作文に対

して意識が高くなってい

る児童に対応ができるよ

うに研鑽が必要だと考え

ます。

今年度は、大人と子ど

もたちの意識の差が出

ています。「そう思

う」が大人と子供たち

では2倍近く開きがあ

ります。大人はさらに

児童とイメージを共有

していく努力や機会を

増やしていく必要があ

ると考えます。

7%

8%

14%

7%

4%

20%

24%

31%

14%

23%

32%

32%

26%

57%

51%

43%

35%

25%

14%

22%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低学年

中学年

高学年

職員

保護者

そう思わない どちらかといえば思わない

どちらかといえば思う そう思う

5%

3%

6%

0%

15%

18%

22%

24%

7%

35%

32%

47%

48%

86%

39%

45%

28%

18%

7%

12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低学年

中学年

高学年

職員

保護者

そう思わない どちらかといえば思わない

どちらかといえば思う そう思う

2%

1%

4%

0%

2%

4%

8%

5%

14%

13%

30%

36%

30%

57%

56%

64%

55%

56%

29%

29%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低学年

中学年

高学年

職員

保護者

そう思わない どちらかといえば思わない

どちらかといえば思う そう思う



Q７.お子さんは挨拶や返事等の礼儀が身についている。

Q８.お子さんは決めたことを最後まで諦めにずに取り組むことができる。

Q９.お子さんは身の回りの整理・整頓をすることができる。

保護者、教職員、高学年は

昨年度と大きく割合に変化

がありませんでした。児童

の中では、低学年の児童た

ちが元気よく挨拶をしてく

れているので実際の行動が

数値に表れていると思いま

す。また、高学年が毎朝が

んばって行っているあいさ

つ運動の効果も大きいと思

います。

昨年度と比べ、保護

者、教職員ともに10％

近く数値が落ちている

項目です。児童の数値

は大きな変化がないこ

とから、大人の低下の

原因がどこから感じら

れるのか、観察、考察

をしていく必要がある

と考えます。

保護者の「そう思わな

い」寄りの意見が20％以

上高くなり、「そう思

う」寄りの意見が16％近

く減っています。家庭で

保護者と過ごす時間が多

くなり、目に留まること

が多くなっていることも

関係があるのではないか

とも考えられます。
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Q１０.お子さんは交通ルールなどの約束を守って生活をすることができる。

Q１１.お子さんは帰ってきてから、学校の様子を話してくれる。

Q１２.お子さんは家庭で約束したことを守ることができる。

子供たちについては、昨

年度との大きな開きはな

いようです。ただ、児童

の各10％近くが、「そう

思わない」と示していま

す。30人学級であれば3

人と考えると、安易に考

えられません。大人も意

識して子供たちの声を聴

く時間を設けることが必

要かもしれません。

全体的に昨年度よりも

よい回答である。日常

でも、保護者からの交

通事故の報告が昨年ま

で比べ少なくなってい

ます。「そう思わな

い」「どちらかといえ

ばそう思わない」が

０％になるようにした

いと考えます。

多くの児童は家の人と

の約束を守ることがで

きると思っています。

保護者の意見とも近し

い数値であるように見

えます。ただ10％から

15％が守れないとも答

えており、安全に直結

していないか心配が残

ります。
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Q１３.お子さんはお休みの日でも規則正しい生活を送ることができる。

Q１４.お子さんは体を動かして遊んだり、体験をしたりすることが好きだ。

Q１５.お子さんは学校や習い事の課題以外に、自分で学習をする時間を作っている。

保護者の意見が昨年度

と比べ大きく変化した

質問である。昨年度は

94％がポジティブな数

値でした。

この大きな変化につい

ては、習い事や学校も

以前のような活動がで

きるようになってきて

いることから、子ども

たちの放課後に時間的

な余裕がなくなってい

ることも考えらます。

この質問も児童は昨年

度比べ、大きな変化が

見らませんでしたが、

保護者と教職員の数値

がネガティブな方向で

変化をしています。子

供は意識をしていない

が大人は児童の様子に

変化を感じていること

がわかります。

昨年度までと比べて、

良いほうに大きく変化

した質問項目です。規

制の緩和が進む中で、

いろいろなことができ

るようになっているこ

とも大きな要因なのか

もしれないと感じま

す。
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Q１６.お子さんの担任は相談しやすく、また助力や解決をしてくれる。

Q１７.お子さんの担任はいつも楽しいクラスになるように努力をしていると感じる。

Q１８.お子さんの担任は授業が分かりやすく楽しそうである。

昨年度と同様の割合で

すが、職員の中でも、

まだまだ努力が必要だ

と感じている職員がい

ます。校内、校外での

研修で研鑽を積み、児

童に還元できるように

していきたいと考えま

す。

全体としては、高い水

準ではありますが、昨

年度と比べ教職員の

「そう思う」の割合が

半分以下になっていま

す。

「もっとできたのでは

ないか」などの反省が

あるのだと考えられま

す。

昨年度以上に学級の経

営に対しての意見はポ

ジティブです。特に低

学年では94％が楽しさ

を感じてくれているこ

とがわかります。
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Q１９.お子さんの担任は休み時間に一緒に遊んだり話を聞いてくれたりするようだ。

Q２０.お子さんは担任の話を理解している。

Q２１.学校は、学習するための用具や施設などが充実している。

概ね昨年度と同じよう

な数値だと感じます。

休み時間の中で、休憩

をとることも大切にし

ながら、授業の中では

見られない児童の様子

を知る貴重な時間とな

るようにこれからもし

ていきたいと考えま

す。

高学年の児童の中で分か

りづらいと思っている児

童が18％おり、より丁寧

な指導が必要だと考えま

す。保護者、教職員は概

ね同じような割合です

が、中には「そうも思わ

ない」と答える職員もお

り、更に力をつけたいと

思っている様子も分かり

ます。

GIGAタブレットなど

の教具が日常的にな

り、使用頻度が上がっ

てくると、設備に不便

さを感じることも多く

なってきいるのだと思

います。また、校舎な

どは築26年目を迎え、

毎月修繕の工事を行っ

ています。
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Q２２.学校は、校舎内外の整備や安全確保に努めている。

Q２３.学校は、相談しやすい雰囲気がある。

Q２４.学校からのお便りや連絡、緊急連絡メールなどは分かりやすい。

Q２５.学校行事が行われる時期は適当おな時期に設定されている。

今年度は、大きな自然

災害に見舞われること

なく、ここまで来るこ

とができています。

今後も伝わりやすいよ

うな工夫、努力をして

いきたいと思います。

これから少しずつ、以

前に近い形の行事運営

になっていく中、保護

者の方の参加がしやす

い方法などについても

熟考していくことが必

要だと考えます。

昨年度、南側階段のガ

ラス壁面の工事などの

工事やLEDライト交換

工事などが終わりまし

たが、様々な場所が老

朽化している中、計画

的な修繕を行っていく

必要があります。

昨年度と比べ、職員、

保護者ともに数値が若

干下がっています。

普段からのコミュニ

ケーションが大切だと

感じます。

7%

1%

7%

3%

57%

68%

29%

28%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職員

保護者

そう思わない どちらかといえば思わない

どちらかといえば思う そう思う

0%

3%

7%

14%

64%

61%

29%

23%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職員

保護者

そう思わない どちらかといえば思わない

どちらかといえば思う そう思う

7%

2%

0%

11%

50%

58%

43%

29%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職員

保護者

そう思わない どちらかといえば思わない

どちらかといえば思う そう思う

7%

2%

7%

7%

57%

68%

29%

23%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職員

保護者

そう思わない どちらかといえば思わない

どちらかといえば思う そう思う


